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　M. ヤング先生も学ばれた幼児教育の始祖と言われるＦ．フレーベルは、今から 180 年
ほど前に世界で最初の幼稚園を創設し、同時に保育者養成事業を開拓しました。当時の社
会の中でしいたげられた子どもたちの生活を生き生きとしたものに蘇らせる幼児教育者と
いう職業を考案し、歴史上に誕生させたフレーベルは「さぁ、子どもらに生きようではな
いか！」と、子どもの生命革新に携わろうとしている人 ・々女性たちに呼びかけたのです。
経済的に高度な発展を遂げ情報化が進展した現在社会においても、まだまだ、子どもたち
の生活は生き生きとしたものもとは言えず、さまざまな困難を抱えた子どもたちに十分な
教育的まなざしが行きとどいていない状況であります。あらゆる子どもの幸せために貢献
できる人材育成が本学に課せられた使命でありましょう。フレーベルは、「生命の革新」
という理想（1835 年論文）について、「人間であること、神・自然及び人類に対する自ら
の本質及び関係において人間であること、人間であろうと欲すること」、「人間となること、
人間であろうと願うこと、すなわち人間として自らの本質及び関係において発展させるこ
と」、「人間として生きること。すなわち公明正大に真実に、且つ明らかに感じつつ、思考
しつつ、行動すること」を発表していますが、これからさき永きに亘って、名古屋柳城女
子大学が、人間及び自然の生命、神の生命、子どもたちの生命・生活が調和的に実現され
る未来に向かって大きく前進していくことを願って教職員が一丸となって邁進していきた
いと思います。どうか、聖公会をはじめ、本学院の発展に貢献された方々、卒業生の方々、
後援会の方々からの温かいご支援ご指導を賜りますようお願い申し上げます。
